
   

                         

 

２
０
２
０
年
度
東
京
都
予
算
編
成
へ
の 

東
京
つ
く
し
会
の
要
望
書
を
都
福
祉
保
健

局
に
提
出
（
７
月
１１
日
） 

 
 
 
 

都
連
副
会
長 

 

植
松 

和
光 

 

東
京
つ
く
し
会
が
発
足
し
て
か
ら
今
年

で
５１
年
、
設
立
当
初
か
ら
の
主
な
要
望
で

は
精
神
障
害
者
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

の
作
業
所
づ
く
り
。
ま
た
、
精
神
保
健
福

祉
の
情
報
を
共
有
す
る
「
道
し
る
べ
」
の

発
行
。
ま
た
、
家
族
が
抱
え
る
悩
み
や
困

っ
た
こ
と
を
相
談
で
き
る
相
談
事
業
の
実

施
な
ど
、
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と

が
沢
山
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
は
、
家
族
会
の
先
輩
の
皆
さ
ん

が
大
変
ご
苦
労
し
て
実
現
し
て
き
た
も
の

で
す
。
私
た
ち
も
そ
の
活
動
を
引
き
継
い

で
毎
年
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
２
０
２
０
年
度
予
算
編
成
に
対

す
る
東
京
つ
く
し
会
の
要
望
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。
要
望
内
容
で
は
重
点
要
望
項
目

と
し
て
３
件
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

１ 

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
」
を
精
神
障
が

い
者
に
も
支
給
し
て
く
だ
さ
い 

こ
の
制
度
が
で
き
て
か
ら
既
に
４５
年
、
い

ま
だ
に
精
神
障
が
い
者
に
は
未
支
給
の
ま

ま
で
す
。
障
害
者
間
の
格
差
を
是
正
し
精

神
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ 

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

東
京
都
の
１０
区
１
町
で
（
２
０
１
９
年
４
月

１
日
現
在
）
は
独
自
の
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
財
政
状
況
等
に
よ
り
実
施
で
き

な
い
自
治
体
も
あ
り
二
重
の
格
差
の
拡
大 

に
繋
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。 

身
体
・知
的
障
が
い
者
の
方
が
た
と
同
様
の

施
策
の
早
急
の
実
施
を
望
み
ま
す
。 

オ
リ
パ
ラ
の
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
度
よ

り
の
実
施
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。 

２ 

精
神
障
が
い
当
事
者
の
一
時
休
息
の
場

所
を
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。 

在
宅
で
家
族
と
一
緒
に
療
養
し
て
い
る
当

事
者
は
、
時
に
は
家
族
か
ら
距
離
を
お
き

病
状
の
悪
化
を
鎮
め
る
た
め
の
一
時
休
息

の
場
が
必
要
で
す
。
入
院
治
療
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
と
て
も

効
果
的
な
制
度
で
す
。
是
非
、
制
度
の
拡 

充
を
」お
願
い
し
ま
す
。 

（１
）区
市
町
ご
と
に
一
か
所
を
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
内
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

（２
）利
用
手
続
き
の
簡
素
化
等 

都
立
中
部
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
短
期
宿
泊
事
業
の
目
的

に
そ
っ
て
柔
軟
な
制
度
の
運
用
に
し
て
く
だ

さ
い
。
一
時
休
息
は
素
早
い
対
応
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
特
に
利
用
手
続
き
の

簡
素
化
を
求
め
ま
す
。
ま
た
都
立
多
摩
総

合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
同
事
業 

の
復
活
を
要
望
し
ま
す
。 

３ 

家
族
の
一
時
避
難
所
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。 

家
族
が
当
事
者
か
ら
身
体
的
暴
力
等
を
受

け
る
な
ど
緊
急
に
避
難
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
が
常
に
発
生
し
、
ま
た
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
四
六
時
中
当
事
者
と

生
活
を
と
も
に
し
て
い
る
家
族
の
精
神
的

に
追
い
込
ま
れ
て
ゆ
く
現
状
か
ら
の
回
避

と
、
休
養
の
場
所
の
必
要
性
は
緊
急
を
要

し
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
の
国
分
寺
で
の
父

親
が
息
子
さ
ん
を
、
今
年
６
月
も
、
練
馬
区

で
同
様
の
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
て
い
ま

す
。
是
非
、
既
存
の
施
設
で
の
対
応
を
速
や 

か
に
お
願
い
し
ま
す
。 

他
の
重
要
項
目
で
は
次
の
内
容
で
す
。 

１ 

都
立
保
健
所
に
お
け
る
精
神
障
が
い

者
へ
の
対
応
の
充
実
及
び
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

事
業
の
充
実 

２
：住
ま
い
の
確
保
・充
実 

（１
） 

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
支
援 

（２) 

公
営
住
宅
へ
の
入
居
の
拡
大 

（３) 

居
住
支
援
協
議
会
の
設
置
促
進 

３
：精
神
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て 

４
：家
族
会
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て 

５
：障
害
者
手
帳
・カ
ー
ド
の
仕
様
を
統
一

し
て
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
か
ら
、
都
と
の
懇
談
会
、
都
議
会
各
会

派
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
単
会
の

皆
様
と
共
に
要
望
実
現
に
向
け
頑
張
り
ま 

し
ょ
う
。
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
手
続
き
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

 

鬼
頭 

博
子 

 
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
年
金
を
含
め
て
も

所
得
が
低
い
者(

前
年
の
所
得
が
老
齢
基
礎
年
金
満

額
以
下
の
者
な
ど)

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。 

精
神
障
害
者
の
場
合
、 

支
給
要
件･

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
で
、
前
年
の

所
得
が
４
６
２
万
１
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

給
付
額
・
障
害
等
級
２
級
は
月
額
５
０
０
０
円
。 

障
害
等
級
１
級
は
月
額
６
２
５
０
円
。 

施
行
日
・
平
成
３１
年
１０
月
１
日
。
初
回
支
払
い
は

１０
月･

１１
月
分
を
１２
月
に
支
給
と
な
り
ま
す
。 

手
続
き
・
本
人
の
認
定
請
求
に
よ
り
受
給
権
発
生
。

日
本
年
金
機
構
が
支
払
事
務
を
実
施
。
年
金
と
同
様

に
２
か
月
毎
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
給
付
金
は
非
課
税
。

尚
、
給
付
額
は
物
価
変
動
に
応
じ
て
改
正
さ
れ
ま
す
。 

 

９
月
に
な
る
と
年
金
機
構
か
ら
書
類
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
説
明
用
紙
と
一
緒
に
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン

ド
（
返
送
用
）
の
ハ
ガ
キ
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
説

明
通
り
に
記
入
し
て
、
同
封
の
目
隠
し
シ
ー
ル
を
貼

り
、
年
金
機
構
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
通
院
先
や

保
健
所(

行
政)

の
窓
口
、
通
所
先
の
ワ
ー
カ
ー
な
ど

支
援
者
達
に
詳
細
を
説
明
し
て
も
ら
う
と
良
い
で

し
ょ
う
。
そ
の
際
、
行
政
窓
口
、
医
療
関
係
や
支
援

専
門
職
の
方
達
に
お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
優
し

く
丁
寧
に
説
明
し
、
手
助
け
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。 

「
６
３
０
（
ロ
ク
サ
ン
マ
ル
）
問
題
」
学
習
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
会
長 

眞
壁 

博
美 

 
 

７
月
２１
日(

日)

の
午
後
、
NPO
法
人
練
馬
家
族
会 

と
み
ん
な
の
会
議
主
催
で
、
標
記
の
学
習
会
を
開 

催
し
、
７４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「『
６ 

３
０
調
査
』
の
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
公
開
を
～
精 

神
病
院
の
閉
鎖
性
を
打
ち
破
る
た
め
に
～
」
で
、 

講
師
は
、
東
京
都
地
域
精
神
医
療
業
務
研
究
会
（
地 

業
研
）
の
木
村
朋
子
氏 

で
す
。 

「
６
３
０
調
査
」
と
は
、

厚
生
労
働
省
が
、
各 

都
道
府
県
を
通
し
て

各
病
院
の
調
査
を
毎

年
６
月
３０
日
を
基
準 

に
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

地
業
研
で
は
、
１
９
８
９
年
よ
り
、
開
示
さ
れ
た 

情
報
を
も
と
に
、
「
東
京
精
神
病
院
事
情
」
と
い
う

冊
子
を
今
ま
で
に
７
刊
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

冊
子
は
、
個
別
病
院
の
統
計
表
か
ら
、
マ
ン
パ
ワ
ー
、

入
院
期
間
な
ど
を
指
標
と
し
て
点
数
化
し
、
各
病
院

の
特
徴
、
す
な
わ
ち
病
棟
の
開
放
・
閉
鎖
の
率
や
立

地
の
便
、
ま
た
入
院
者
の
年
齢
や
病
名
、
入
院
形
態

別
の
構
成
、
死
亡
退
院
の
率
や
生
活
保
護
受
給
率
な

ど
を
病
院
ご
と
に
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
入
院

す
る
病
院
選
び
に
、
大
変
参
考
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
７
年
か
ら
、
６
３
０
調
査
の
実

施
方
法
が
、
何
の
予
告
も
無
く
激
変
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
、
病
院
ご
と
に
集
計
さ
れ
た
票
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
か
ら
は
、
エ
ク
セ

ル
フ
ァ
イ
ル
に
な
り
患
者
一
人
一
人
に
通
し
番
号

を
付
け
て
、
性
別
・
年
齢
・
病
名
・
入
院
形
態
・
入

院
年
月
・
隔
離
拘
束
の
指
示
の
有
無
・
住
所
地
の
一

覧
表
を
提
出
す
る
形
に
。
ま
た
、
調
査
票
を
国
立
精

神
保
健
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
方
法
に
変
え
た
た
め
、
都
道
府
県
が
調
査

項
目
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
今

後
新
６
３
０
調
査
で
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
情
報
公

開
が
な
さ
れ
て
も
、
外
来
、
任
意
入
院
の
個
別
開
放

処
遇
、
退
院
患
者
の
転
帰
な
ど
重
要
な
デ
ー
タ
が
無

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
独
自
調
査
は
、
平
均

在
院
日
数
、
費
目
別
や
病
名
別
の
動
態
、
院
内
死
亡

の
率
な
ど
が
わ
か
る
貴
重
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
途

切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

日
本
精
神
科
病
院
協
会
の
山
崎
學
会
長
は
、
２ 

０
１
８
年
８
月
２１
日
付
毎
日
新
聞
の
「
５０
年
入 

院
１
７
７
３
人
」
の
記
事
を
き
っ
か
け
に
、
６
３ 

０
調
査
に
つ
い
て
の
声
明
文
を
出
し
て
お
り
、
「
自 

治
体
が
情
報
公
開
に
応
じ
る
な
ら
、
６
３
０
調
査 

に
協
力
し
な
い
こ
と
も
検
討
す
る
」
と
脅
し
と
も 

と
れ
る
発
言
を
し
て
い
ま
す
。 

 

統
計
は
市
民
の
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
長
い
間 

市
民
に
開
示
さ
れ
、
分
析
さ
れ
、
患
者
・
家
族
を 

含
む
人
々
に
利
用
さ
れ
て
き
た
経
過
や
蓄
積
を
無 

視
し
て
、
事
前
の
話
し
合
い
も
無
く
こ
の
よ
う
に 

変
え
て
し
ま
う
の
は
、
市
民
の
知
る
権
利
を
奪
う 

と
て
も
怖
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

２ 



第
一
回 

東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告 

東
京
都
連
副
会
長 

轡
田 

英
夫 

 
日
時 

７
月
１４
日
午
後
２
時
～
４
時
半 

場
所 
練
馬
区
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

参
加
単
会
及
び
参
加
人
数 

１２
単
会
２８
人 

東
京
つ
く
し
会
よ
り
、
眞
壁
会
長
と
本
田
副
会
長
を

迎
え
て
総
計
２８
人
の
出
席
で
も
っ
て
開
会
し
ま
し

た
。
真
壁
会
長
の
挨
拶
の
後
、
本
田
副
会
長
か
ら
東

京
つ
く
し
会
及
び
都
精
民
協
の
予
算
要
望
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
重
点
項
目
と
し
て
➀
「
心
身
障
害

者
福
祉
手
当
」
の
支
給
を
求
め
る 

②
精
神
障
が
い

当
事
者
の
一
時
休
息
の
場
所
の
拡
充 

③
家
族
に
一

時
避
難
所
の
設
置
を
求
め
る
以
上
の
三
点
で
し
た
。 

 
 
 そ

の
後
、
各
区
の
福
祉
手
当
の
支
給
の
実
態
を
報

告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
続
い
て
各
単
会
の
昨
年
２

月
以
降
今
日
ま
で
の
活
動
状
況
を
報
告
し
て
も
ら

っ
た
後
、
各
区
へ
の
予
算
要
望
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
主
な
要
望
事
項
と
し
て
は
、
①
福
祉
手
当

の
支
給 

➁
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
支
給 

③
知
的
、
身

体
と
同
レ
ベ
ル
の
医
療
費
助
成 

➃
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
増
加
と
充
実 

⑤
精
神
障
が
い
者
相
談
員
の
新

設
及
び
増
員 

➅
訪
問
支
援
事
業
の
拡
充 

⑦
民
間

ア
パ
ー
ト
入
居
時
の
公
的
保
証
人
制
度
の
新
設 

⑧

緊
急
時
の
家
族
の
一
時
避
難
所
の
新
設 

⑨
家
族
会

へ
の
区
の
助
成
金
の
増
額
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

第
一
回 

西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
参
加
し
て 

都
連
理
事 

 

鬼
頭 

博
子 

 

７
月
２０
日(

土)

世
田
谷
区
福
祉
施
設(

通
称
た
す

け
っ
と)

に
て
令
和
元
年
最
初
の
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

で
す
。
今
に
も
雨
粒
が
落
ち
て
き
そ
う
な
午
後
、
緑

の
木
立
に
隠
れ
る
よ
う
に
、
仮
住
ま
い
の
「
た
す
け

っ
と
」
は
本
来
涼
や
か
な
の
で
し
ょ
う
け
ど
、
迷
路

さ
な
が
ら
、
迷
い
人
続
出
。
汗
と
湯
気
で
久
し
振
り

の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
９
家
族
２２
名
、
ご
当

地
お
菓
子
と
お
茶
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

準
備
と
道
案
内
に
奔
走
の
、
渋
谷
太
陽
の
会
と
世
田

谷
さ
く
ら
会
の
皆
さ
ま
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

眞
壁
会
長
の
挨
拶
の
後
、
本
田
副
会
長
か
ら
つ
く

し
会
の
活
動
報
告(

要
望
活
動
。
交
通
費
助
成
・
福

祉
手
当
・
６
３
０
学
習
会
な
ど)

が
あ
り
、
休
憩
を

は
さ
ん
で
、
交
流
会
を
兼
ね
て
、
各
家
族
会
か
ら
の

活
動
報
告
や
情
報
交
換
が
な
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

こ
の
と
こ
ろ
続
い
て
い
る
家
族
間
の
痛
ま
し
い

事
件
や
京
都
で
の
放
火
殺
人
事
件
な
ど
、
家
族
会
で

も
避
け
て
通
れ
な
い
事
件
が
多
く
、
こ
の
日
は
、
そ

ん
な
話
題
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
家
族
の
リ
ア
ル
な

体
験
談
な
ど
も
語
ら
れ
、
私
た
ち
み
ん
な
他
人
ご
と

で
は
な
く
、
い
つ
わ
が
身
に
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

現
実
と
向
き
合
う
「
覚
悟
」
そ
う
な
ら
な
い
「
知
恵
」

を
も
っ
と
も
っ
と
出
し
合
う
必
要
が
あ
る
と
感
じ
、

行
政
の
対
応
に
も
忌
憚
の
な
い
意
見
が
出
ま
し
た
。 

 

西
多
摩
虹
の
会
を
訪
問
し
て 

 
 
 
 
 

都
連
理
事 

安
藤 

万
寿
代 

 
 ７

月
１３
日(

土)

午
後
１
時
３０
分
か
ら
開
催
さ
れ

た
家
族
会
に
、
都
連
副
会
長
中
住
さ
ん
と
共
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１９
名
で
す
。
会
長
の
藤

本
さ
ん
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
都
連
評
議
員
会
報
告
事

項
の
後
、
私
た
ち
の
紹
介
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

今
回
の
お
話
し
の
ご
依
頼
は
、
親
と
同
居
し
て
い

る
当
事
者
が
ど
う
し
た
ら
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
自

立
が
出
来
る
か
、
親
な
き
後
の
事
に
対
す
る
不
安
で
、

親
が
い
る
今
ど
う
し
た
ら
良
い
か
で
し
た
。
私
か
ら

は
息
子
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
一
人
暮
ら
し
、
一

般
就
労
ま
で
の
報
告
と
現
状
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

社
会
は
そ
れ
な
り
に
厳
し
く
、
置
か
れ
た
環
境
で
努

力
し
て
お
り
ま
す
。
就
労
や
一
人
暮
ら
し
が
、
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
事
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
同
居
し
て
い

て
も
親
の
世
話
を
し
た
り
、
金
銭
管
理
が
自
分
で
出

来
れ
ば
自
立
し
て
い
る
の
で
、
当
事
者
の
生
き
る
力

を
信
じ
ま
し
ょ
う
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

「
西
多
摩
虹
の
会
」
は
あ
き
る
野
市
・
日
の
出

町
・
檜
原
村
の
皆
様
が
介
し
た
地
域
家
族
会
で
、
１

９
８
９
年(

平
成
元
年)

に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様

と
ご
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
悩
み
を
共
に

共
有
し
、
学
習
し
笑
い
と
元
気
が
出
る
会
で
し
た
。

一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

   

３ 



☆9/1(日)13:30-16:00 精神科医として働いてきて今考えること～先生ご自身が癌の闘病して初めて分かった
当事者の気持ち 講師:精神保健指定医 上野 秀樹氏 
会場:高円寺障害者交流館１階 申込不要 先着60名 主催:杉並家族会 ☎090-4535-9663 

 
☆9/14(土) スポーツと精神の健康 講師:(社福)東京ムツミ会ファロ・精神保健福祉士 徳堂 泰作氏 
会場:新宿区立障害者福祉センター  主催:新宿フレンズ ☎03-3987-9788 

 
☆9/14(土) 13:30-16:00 精神障害者の福祉サービス 講師:地域生活支援センターあさやけ 伊藤 善尚氏 
  会場:小平市中央公民館 申込不要 先着４０名 主催:小平市けやきの会☎042-343-4559 
 
☆9/20(金)18:30-21:00 精神病床のない地域で精神障害者を支える～こころのケアセンターなごみの挑戦 
講師:相馬広域こころのケアセンターなごみセンター長 米倉 一磨氏  
会場：東京都生協連会館３Ｆ会議室 要申込 先着100名 主催：五叉路塾 問合せ 氏家☎080-2251-8780  

 
☆9/22(日)13:00-15:00 幻聴さん、いらっしゃい～浦河べてるの家の歩みと当事者研究の世界～ 
講師:北海道医療大学教授 向谷地 生良氏 会場:品川区役所第三庁舎6階講堂 電話申込 先着150名  
主催:品川区かもめ会 ☎03-3458-6908 

※参加申込み･お問合せは、主催者までお願いします。 

講 演 会 の お 知 ら せ 

 

☆
賛
助
会
費
☆
（
敬
称
略
） 

野
の
花
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

５
０
０
０
円 

田
沢 

幸
子 

 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 

２
０
０
０
円  

吉
田 
晴
哉 

 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 

２
０
０
０
円 

上
杉
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
   

 
 
 

５
０
０
０
円 

土
屋 

米
子 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 

２
０
０
０
円 

錦
糸
町
ク
ボ
タ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
  

５
０
０
０
円 

天
下
堂
医
院 

 
 
 
 
 
 

 

５
０
０
０
円 

恩
方
病
院 

 
 
 

 
 
 
 
 

１
０
０
０
０
円 

横
山
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

５
０
０
０
円 

幸
仁
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
   

 
 
 

５
０
０
０
円 

新
小
岩
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

５
０
０
０
円 

伊
勢
田 

堯 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

柳
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

５
０
０
０
円 

山
本
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

５
０
０
０
円 

あ
き
る
台
病
院 

 
 
 
 
   

 

１
０
０
０
０
円 

北
千
住
旭
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
   

 
 
 

５
０
０
０
円 

多
摩
病
院 

 
 
 
 
 
 
 

１
０
０
０
０
円 

小
島
頼
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

代
々
木
の
森
診
療
所 

 
 
 
 

５
０
０
０
円 

松
原 

の
り
子 

 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

徳
井
記
念
五
反
田
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
０
０
０
円 

戸
島
絹
江 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

田
鹿
医
院 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
０
０
０
円 

高
円
寺
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 

５
０
０
０
円 

佐
藤 

久
美
子 

 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

                            

   

つくしだよりは赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。 

４ 

「
至
福
の
ひ
と
と
き
」 

電
車
に
乗
っ
て
い
る
時
、
幼
児
連
れ
の
親
子

に
度
々
出
会
う
。
そ
の
時
の
幼
児
と
の
会
話
が

何
と
も
微
笑
ま
し
い
。
幼
児
に
ほ
ほ
え
み
か
け

る
お
婆
さ
ん
が
鬼
ば
ば
ぁ
か
、
杖
に
乗
っ
て
き

た
魔
法
使
い
の
お
婆
さ
ん
か
、
心
優
し
い
お
婆

さ
ん
か
瞬
時
に
見
分
け
る
。
サ
ー
ビ
ス
精
神
も

旺
盛
で
、
次
々
面
白
可
笑
し
く
手
品
の
様
に
手

を
替
え
、
体
を
使
い
演
技
し
て
く
れ
る
。
横
に 

い
る
お
母
さ
ん
も
我
が
子
の
演
技
に
一
緒
に
笑

い
こ
ろ
げ
て
い
る
。
２
才
位
で
こ
の
様
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
出
来
る
の
か
と
感
心
す
る
ば
か
り

で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
お
別
れ
の
握
手
迄
し
て

く
れ
る
。 

あ
ゝ
、
こ
の
あ
る
が
ま
ゝ
の
天
真
爛
漫
さ
は
何

と
心
地
よ
い
の
だ
ろ
う
。
最
高
の
癒
し
で
あ
る
。 

吾
々
成
人
は
物
心
つ
い
た
時
か
ら
「
ね
ば
な
ら

ぬ
」
と
い
う
生
活
を
ず
っ
と
続
け
て
き
た
結
果
、

生
来
の
天
衣
無
縫
さ
を
捨
て
て
生
き
て
来
た
こ

と
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
但
し
専
門
家
に

拠
れ
ば
、
こ
の
天
衣
無
縫
さ
は
３
才
頃
迄
で
そ
れ

以
後
は
続
か
な
い
そ
う
で
す
。
環
境
、
社
会
、
成

育
史
等
々
「
あ
る
が
ま
ゝ
の
自
分
を
変
え
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
過
去
は
致
し
方
な
い
が
自
身
の
生

き
づ
ら
さ
に
心
底
、
悩
み
、
苦
し
み
に
気
付
い
た

時
点
か
ら
少
し
ず
つ
変
え
ら
れ
る
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。 

都
連
理
事 

小
澤 

輝
江 

   


